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２
０
０
０
年
に
世
界
銀

行
入
行
。
世
界
銀
行
財
務

局
駐
日
代
表
。
本
邦
資
本

市
場
に
お
い
て
、
投
資
家

へ
の
Ｉ
Ｒ
活
動
全
般
を
管

轄
、
個
別
起
債
案
件
や
新

型
世
銀
債
の
発
行
を
含
め

た
、
本
邦
投
資
家
な
ら
び

に
世
銀
債
を
販
売
す
る
金

融
機
関
へ
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
９
８
９
年
、
東
京
銀

行
（
現
：
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
）
入
行
、
貿
易
金
融
、

融
資
業
務
、
Ｍ
＆
Ａ
等
の

業
務
を
手
掛
け
た
後
、
同

行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
、

米
国
債
の
ト
レ
ー
ド
、
レ

ポ
、
シ
カ
ゴ
先
物
業
務
を

中
心
に
各
種
債
券
業
務
を

手
掛
け
た
。
合
併
後
の
東

京
三
菱
銀
行
で
は
本
邦
企

業
の
欧
州
市
場
で
の
起

債
、
サ
ム
ラ
イ
債
社
債
管

理
会
社
業
務
、
米
国
私
募

債
引
受
業
務
に
携
わ
っ

た
。
89
年
に
一
橋
大
学
を

卒
業
。
在
学
中
は
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
・
ス
キ
ー
複
合
競

技
に
取
り
組
み
、
88
年
と

89
年
の
全
日
本
学
生
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
に
て
ジ
ャ

ン
プ
と
複
合
で
合
計
三
回

入
賞
。

　
著
書
等
：
「
戦
後
復
興

秘
録
」
（
共
著
、
日
本
経

済
新
聞
社
）
、
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

時
代
―
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
債
券
市
場
」
（
寄
稿

・
共
著
、
き
ん
ざ
い
）
、

「
世
界
初
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
を
活
用
し
た
世
銀

の
債
券
発
行
ス
キ
ー
ム

（
寄
稿
、
週
刊
金
融
財
政

事
情
）
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
３
．
０
～
国
内
外

特
許
か
ら
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

ま
で
～
」
（
共
著
、
監
修 

鈴
木
淳
一
、
エ
ヌ
・
テ
ィ

ー
・
エ
ス
）
、40Y

ears 
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め

に
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

年
間
数
兆
ド
ル
も
の
公
的
・

民
間
資
金
が
必
要
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
世
銀
は
融
資
、

助
言
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
協

力
、
革
新
的
な
金
融
取
引
な

ど
を
通
じ
、
民
間
資
本
の
動

員
を
促
進
・
増
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

を
支
援
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
中
で
も
特
に
緊
急
性
の

高
い
課
題
の
中
で
、
気
候
変

動
と
併
せ
て
世
銀
が
近
年
注

力
し
て
い
る
の
が
大
自
然
災

害
に
対
す
る
被
災
開
発
途
上

国
へ
の
財
政
的
な
支
援
で
あ

り
、
数
あ
る
世
銀
の
金
融
手

法
の
中
で
も
「
キ
ャ
ッ
ト
ボ

ン
ド
（
大
災
害
債
券
）
」

は
、
最
も
重
要
な
も
の
の
一

つ
だ
。
23
年
３
月
に
実
行
さ

れ
た
チ
リ
の
大
災
害
リ
ス
ク

対
処
取
引
（
総
額
６
億
３
０

０
０
万
㌦
）
は
、
世
銀
が
単

一
の
国
を
対
象
に
実
施
し
た

災
害
リ
ス
ク
対
処
取
引
と
し

て
は
最
新
か
つ
最
大
の
も
の

で
あ
っ
た
。
世
銀
が
発
行
す

る
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
は
、
加

盟
開
発
途
上
各
国
が
災
害
の

発
生
時
に
速
や
か
に
資
金
的

流
動
性
を
確
保
し
、
甚
大
な

被
害
を
生
み
出
す
自
然
災
害

に
備
え
た
財
政
余
力
の
確
保

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド

と
は
？

と
は
？

　
大
自
然
災
害
に
よ
る
損
失

が
拡
大
傾
向
に
あ
る
中
、

「
人
々
が
生
活
し
や
す
い
地

球
で
の
貧
困
削
減
」
に
災
害

保
険
が
果
た
す
役
割
は
極
め

て
重
要
だ
。
一
方
、
世
界

「
銀
行
」
は
損
害
保
険
会
社

で
は
な
く
、
突
然
か
つ
巨
額

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
大
規

模
自
然
災
害
保
険
金
の
支
払

い
リ
ス
ク
を
自
ら
が
抱
え
る

こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
災

害
保
険
を
開
発
途
上
国
政
府

に
提
供
し
て
い
る
の
か
？

　
一
般
的
に
銀
行
は
、
多
数

の
個
人
や
企
業
か
ら
「
預

金
」
を
集
め
る
こ
と
で
大
規

模
な
資
金
を
動
員
（
借
入

れ
）
し
、
そ
れ
を
融
資
に
使

う
。
一
方
、
世
銀
は
預
金
業

務
を
行
っ
て
い
な
い
た
め

「
債
券
」
を
発
行
し
て
資
金

を
集
め
て
（
借
入
れ
て
）
い

る
。
債
券
と
は
い
わ
ゆ
る
借

用
証
書
の
よ
う
な
も
の
で
、

個
々
に
金
額
、
金
利
、
期
間

が
定
め
ら
れ
て
発
行
さ
れ

る
。
一
般
的
な
商
業
銀
行
が

元
本
と
金
利
を
満
期
時
に
預

金
者
に
支
払
う
こ
と
を
示
す

「
定
期
預
金
証
書
」
と
類
似

す
る
も
の
と
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

　
世
銀
が
発
行
す
る
債
券
は

最
高
信
用
格
付
け
で
あ
る
Ａ

Ａ
Ａ
格
を
有
し
、
「
世
銀

債
」
の
愛
称
で
日
本
の
投
資

家
に
も
幅
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
過
去
70
余
年
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
式
の
世
銀
債
が
世
界

中
で
発
行
さ
れ
て
き
た
が
、

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
も
そ
の
一

つ
だ
。
キ
ャ
ッ
ト
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

：C
atastroph

e

＝
カ
タ

ス
ト
ロ
フ
ィ
の
略
）
ボ
ン
ド

は
、
一
般
的
な
債
券
よ
り
も

相
当
に
高
い
金
利
が
支
払
わ

れ
る
（
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
）
代

わ
り
に
、
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
投
資
家
に

戻
っ
て
く
る
償
還
元
本
が
減

少
す
る
（
ハ
イ
リ
ス
ク
）
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
世
銀

は
、
そ
の
他
の
世
銀
債
よ
り

も
高
い
金
利
を
投
資
家
に
支

払
う
こ
と
と
な
る
が
、
災
害

発
生
時
に
は
、
そ
の
規
模
に

応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ

れ
た
金
額
を
元
本
か
ら
減
額

し
て
投
資
家
に
返
済
す
る
。

そ
の
減
額
さ
れ
た
分
の
資
金

を
、
災
害
復
旧
の
た
め
に
被

災
国
政
府
に
そ
の
ま
ま
供
与

す
る
仕
組
み
だ
（
図
表
１
：

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
の
仕
組

み
）
。

　
通
常
の
損
害
保
険
で
は
、

保
険
会
社
が
損
害
額
を
実
地

調
査
の
上
、
支
払
い
保
険
金

が
固
ま
る
。
一
方
、
世
銀
の

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
で
は
、
自

然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
で
定

め
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
等
の

災
害
規
模
に
基
づ
い
て
算
定

さ
れ
た
保
険
金
が
「
速
や
か

に
」
被
災
国
に
提
供
さ
れ

る
。
こ
の
仕
組
み
に
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓

も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
い
信
用
力
を
有

す
る
世
銀
が
被
保
険
者
と
リ

ス
ク
引
受
者
の
間
に
入
る
こ

と
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

被
保
険
者
た
る
開
発
途
上
国

政
府
と
し
て
は
、
災
害
発
生

時
に
保
険
金
を
請
求
す
る
先

が
見
知
ら
ぬ
多
数
の
最
終
リ

ス
ク
引
受
者
で
は
な
く
、
世

銀
で
あ
れ
ば
簡
単
か
つ
安
心

だ
。大

災
害
債
券
の
メ

大
災
害
債
券
の
メ

リ
ッ
ト

リ
ッ
ト

　
世
銀
の
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド

の
主
た
る
目
的
は
、
開
発
途

上
国
の
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
で
あ
る
が
、
損
害
保
険

業
界
と
投
資
家
に
と
っ
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ま
ず
、
災
害
リ
ス
ク
の

分
散
に
よ
る
保
険
料
急
騰
の

抑
制
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
定

の
自
然
災
害
発
生
の
リ
ス
ク

を
、
限
ら
れ
た
数
の
損
害
保

険
会
社
だ
け
が
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
世
界
各
国
の
多

数
の
投
資
家
が
分
散
し
て
リ

ス
ク
を
負
担
す
る
こ
と
で
、

少
数
の
損
害
保
険
会
社
に
よ

る
突
然
の
膨
大
な
保
険
金
支

払
い
と
い
う
こ
と
が
回
避
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

投
資
家
に
と
っ
て
は
、
景
気

や
株
価
・
金
利
変
動
と
の
相

関
が
低
く
、
高
い
金
融
収
入

が
得
ら
れ
る
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン

ド
は
、
リ
ス
ク
分
散
商
品
と

し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
、
元
本
を
最

大
で
全
額
毀
損
（
き
そ
ん
）

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

の
は
資
金
を
提
供
す
る
投
資

家
に
と
っ
て
は
重
大
な
リ
ス

ク
で
あ
り
、
実
際
に
投
資
を

実
行
す
る
た
め
に
は
リ
ス
ク

に
見
合
う
大
き
な
金
融
収
入

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
金
融

収
入
と
は
す
な
わ
ち
損
害
保

険
に
お
け
る
「
保
険
料
」
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
適
切

な
水
準
で
設
定
さ
れ
る
こ
と

が
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
を
発
行

す
る
際
に
最
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

適
切
な
保
険
料
の

適
切
な
保
険
料
の

設
定
設
定

　
そ
れ
で
は
、
適
切
な
保
険

料
を
設
定
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
手
法
が
あ
る
の
だ
ろ

う
？
　
保
険
料
の
高
騰
は
、

保
険
金
支
払
い
の
支
払
い

増
、
す
な
わ
ち
支
払
い
事
由

で
あ
る
災
害
損
失
の
発
生
が

直
接
の
原
因
で
あ
り
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
を
引
受
け
た
損

害
保
険
会
社
等
の
「
数
が
少

な
い
」
と
さ
ら
な
る
急
騰
を

招
く
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た

め
に
は
、
リ
ス
ク
を
「
数
多

く
」
の
投
資
家
や
再
保
険
者

に
引
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
な
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
リ
ス
ク
引
受
者
が
一
つ

の
災
害
保
険
取
引
に
多
く
参

加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
競
争

原
理
が
働
い
て
保
険
料
が
適

切
な
水
準
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ

ア
・
バ
リ
ュ
ー
に
収
れ
ん
す

る
効
果
も
期
待
で
き
る
。

再
保
険
会
社
に
加

再
保
険
会
社
に
加

え
て
債
券
投
資
家

え
て
債
券
投
資
家

に
も
ア
ク
セ
ス

に
も
ア
ク
セ
ス

　
世
銀
は
、
自
然
災
害
保
険

を
売
買
す
る
市
場
に
お
い
て

革
新
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
り
、

大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
異

な
る
金
融
市
場
を
活
用
し
て

き
た
。
一
つ
が
、
キ
ャ
ッ
ト

ボ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
保

険
リ
ン
ク
証
券
（
Ｉ
Ｌ
Ｓ
：

In
su
ran
ce L
in
k S
ec

u
rities

）
の
投
資
家
を
有

す
る
国
際
資
本
市

場
。
も
う
一
つ
が
、

金
融
ス
ワ
ッ
プ
取
引

や
保
険
契
約
を
用
い

て
災
害
リ
ス
ク
を
引

受
け
て
も
ら
う
国
際

再
保
険
市
場
で
あ

る
。
こ
こ
で
重
要
な

の
が
、
市
場
の
総
リ

ス
ク
引
受
能
力
、
即

ち
リ
ス
ク
許
容
度
が

高
い
債
券
投
資
家
と

再
保
険
者
が
同
時
か

つ
多
数
、
当
該
取
引

に
参
加
す
る
こ
と
で

あ
る
。
両
者
の
違
い

に
つ
い
て
上
記
の
表

に
整
理
し
た
（
図
表

２
：
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン

ド
と
キ
ャ
ッ
ト
ス
ワ

ッ
プ
の
比
較
表
）
。

　
世
銀
は
こ
れ
ま
で

に
２
度
に
わ
た
り
、

二
つ
の
異
な
る
市
場

か
ら
の
数
多
く
の
参

加
者
に
同
時
に
同
一

の
自
然
災
害
リ
ス
ク

を
引
き
受
け
て
も
ら

う
こ
と
に
成
功
し
、

保
険
料
と
保
険
金
総

額
の
両
方
を
最
適
化

す
る
こ
と
が
で
き

た
。
一
つ
目
が
17
年
に
実
行

さ
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
緊
急

融
資
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
Ｐ
Ｅ

Ｆ
）
の
た
め
の
取
引
で
、
３

億
２
５
０
０
万
㌦
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
連
動
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン

ド
と
１
億
５
０
０
万
㌦
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
連
動
キ
ャ
ッ
ト

ス
ワ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
途
上

国
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
４

億
３
０
０
０
万
㌦
の
民
間
資

金
を
動
員
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｆ
に

は
日
本
の
損
害
保
険
大
手
３

社
に
も
多
大
な
ご
貢
献
を
頂

い
た
。
二
つ
目
が
、
今
年
３

月
に
実
行
さ
れ
た
チ
リ
政
府

に
６
億
３
０
０
０
万
㌦
の
地

震
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
取
引
で
も
３

億
５
０
０
０
万
㌦
の
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ン
ド
と
２
億
８
０
０
０

万
㌦
の
キ
ャ
ッ
ト
ス
ワ
ッ
プ

か
ら
調
達
さ
れ
た
。
二
つ
の

市
場
に
ま
た
が
っ
て
い
わ
ゆ

る
「
価
格
緊
張
」
が
生
ま
れ

た
こ
と
で
、
金
額
の
最
大
化

と
価
格
（
保
険
料
）
の
最
適

化
を
実
現
で
き
た
（
図
表
３

：
チ
リ
政
府
へ
の
地
震
保
険

提
供
の
ス
キ
ー
ム
）
。

保
険
料
水
準
の
透

保
険
料
水
準
の
透

明
化
に
向
け
た
世

明
化
に
向
け
た
世

銀
の
試
み

銀
の
試
み

　
モ
ノ
の
値
段
は
売
り
手
と

買
い
手
が
合
意
す
る
水
準
で

決
定
さ
れ
る
の
は
世
の
常
で

あ
る
が
、
伝
統
的
な
国
際
再

保
険
市
場
に
お
け
る
保
険
料

の
水
準
は
１
社
、
多
く
て
も

数
社
程
度
の
再
保
険
会
社
に

よ
っ
て
一
方
的
に
決
定
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一

方
、
国
際
資
本
市
場
に
お
け

る
世
銀
債
の
金
利
は
、
特
に

発
行
総
額
が
大
き
い
場
合
に

は
、
競
争
的
か
つ
オ
ー
プ
ン

な
「
ブ
ッ
ク
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
決
定
さ
れ
る
。
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
て
も
ら
え
ば
分
か
り
や
す

い
。
世
銀
が
実
行
し
た
Ｐ
Ｅ

Ｆ
と
チ
リ
の
取
引
で
は
、
債

券
投
資
家
と
再
保
険
会
社
を

同
時
に
カ
バ
ー
す
る
共
通
の

オ
ー
ダ
ー
ブ
ッ
ク
を
設
置

し
、
最
終
的
に
は
全
て
の
参

加
者
が
同
じ
価
格
（
保
険

料
）
で
リ
ス
ク
を
引
受
け

た
。
Ｐ
Ｅ
Ｆ
に
は
約
50
社
、

チ
リ
に
は
約
30
社
の
災
害
リ

ス
ク
引
受
者
が
参
加
し
た

が
、
保
険
料
水
準
の
決
定
が

こ
こ
ま
で
の
透
明
性
を
も
っ

て
実
現
さ
れ
た

の
は
、
①
売
り

切
れ
て
し
ま
う

可
能
性
も
意
識

す
る
多
数
の
リ

ス
ク
引
受
者
間

で
の
「
競
争
」

と
、
②
リ
ス
ク

引
受
者
集
合
体

と
世
銀
間
で
の

「
交
渉
」
が
公

な
形
式
で
な
さ

れ
た
成
果
で
あ

っ
た
。
サ
イ
ク

ロ
ン
、
干
ば

つ
、
洪
水
な
ど

の
災
害
へ
の
備

え
は
、
世
界
の

多
く
の
地
域
で

ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、

年
々
増
大
す
る

被
害
額
に
よ
り

開
発
途
上
国
政

府
の
財
政
予
算

が
逼
迫
（
ひ
っ

ぱ
く
）
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し

た
世
銀
の
取
り

組
み
は
、
地
球

温
暖
化
の
影
響

を
受
け
や
す
い

国
々
を
守
る
の
に
要
す
る
資

金
を
調
達
す
べ
く
、
潤
沢
な

民
間
資
金
の
支
援
を
得
る
た

め
の
重
要
な
金
融
手
法
で
あ

る
。
そ
の
拡
大
の
た
め
に
は

自
然
災
害
リ
ス
ク
を
負
う
の

に
見
合
う
「
保
険
料
」
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ン
ド
と
キ
ャ
ッ
ト
ス
ワ

ッ
プ
を
効
率
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
。世

銀
が
キ
ャ
ッ
ト

世
銀
が
キ
ャ
ッ
ト

ボ
ン
ド
を
発
行
す

ボ
ン
ド
を
発
行
す

る
こ
と
の
意
義

る
こ
と
の
意
義

　
国
際
開
発
金
融
機
関
で
あ

る
世
銀
が
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド

を
発
行
す
る
も
う
一
つ
の
重

要
な
意
味
は
、
自
然
災
害
が

発
生
し
な
い
間
は
投
資
資
金

が
開
発
途
上
国
支
援
に
活
用

さ
れ
る
点
で
あ
る
。
一
般
的

な
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
で
は
、

投
資
さ
れ
た
元
本
は
保
険
金

支
払
い
に
備
え
て
Ａ
Ａ
Ａ
格

付
の
国
債
な
ど
の
安
全
資
産

で
別
途
管
理
さ
れ
て
き
た
。

そ
も
そ
も
Ａ
Ａ
Ａ
格
を
有
す

る
世
銀
が
発
行
す
る
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ン
ド
で
は
そ
う
し
た
手

当
は
必
要
な
く
、
当
該
資
金

は
開
発
途
上
国
向
け
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
融
資
の
原
資
と
し

て
活
用
さ
れ
る
。
世
銀
の
融

資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境

と
社
会
に
良
い
イ
ン
パ
ク
ト

と
成
果
を
も
た
ら
す
よ
う
設

計
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
世

銀
債
は
こ
の
持
続
可
能
な
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る

た
め
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
世
界
の
資
本
市
場
で

は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
配
慮
し
た

債
券
投
資
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
世
銀
債
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ

Ｉ
）
の
理
想
的
な
対
象
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
の
対
象
と

な
る
自
然
災
害
が
発
生
し
な

け
れ
ば
、
被
保
険
者
た
る
開

発
途
上
国
は
そ
れ
に
越
し
た

こ
と
は
な
く
、
投
資
家
の
資

金
は
開
発
途
上
国
を
支
援
す

る
世
銀
の
融
資
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
全
体
の
原
資
と
な
る
負

債
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
世
銀

債
総
残
高
）
に
組
み
込
ま
れ

る
。

　
不
幸
に
し
て
当
該
自
然
災

害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
投
資
家
は
投
資
元
本
の

一
部
ま
た
は
全
て
を
失
う
こ

と
と
な
る
が
、
そ
の
資
金
は

そ
の
ま
ま
被
災
国
の
支
援
に

有
効
活
用
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
二
面
的
な
社
会
貢
献
性
も

有
す
る
の
が
、
世
銀
が
発
行

す
る
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
の
特

徴
で
あ
り
、
今
後
の
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ン
ド
市
場
の
拡
大
と
と

も
に
、
そ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
価
値
は

よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
く

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に

最
後
に

　
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備

え
と
社
会
貢
献
投
資
を
同
時

に
実
現
す
る
世
銀
の
キ
ャ
ッ

ト
ボ
ン
ド
の
仕
組
み
は
さ
ま

ざ
ま
な
応
用
の
可
能
性
も
あ

る
。
例
え
ば
、
自
然
災
害
が

同
時
に
発
生
す
る
相
関
関
係

が
低
い
二
つ
の
自
治
体
等
が

そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド

を
発
行
し
、
お
互
い
に
投
資

し
合
う
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

も
あ
る
だ
ろ
う
。
投
資
元
本

を
毀
損
し
た
場
合
で
も
正
式

な
寄
付
金
と
み
な
さ
れ
た

り
、
何
ら
か
の
優
遇
措
置
が

得
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
枠

組
み
が
新
た
に
作
ら
れ
れ

ば
、
普
及
の
後
押
し
と
な
ろ

う
。
世
銀
が
推
進
す
る
保
険

料
水
準
設
定
の
透
明
化
の
手

法
も
、
新
技
術
も
含
め
て
発

展
し
て
い
け
ば
、
自
然
災
害

リ
ス
ク
の
引
受
者
の
一
段
の

増
加
、
そ
れ
に
伴
う
市
場
の

拡
大
も
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
損
害
保
険
会

社
が
単
独
で
自
然
災
害
リ
ス

ク
を
抱
え
る
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
リ
ス
ク
引
受
者

に
取
引
を
仲
介
す
る
業
務
が

拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
銀
行
融
資
の
み
で

資
金
調
達
を
行
っ
て
い
た
多

く
の
企
業
が
、
事
業
の
拡
大

と
信
用
力
の
上
昇
に
よ
っ

て
、
企
業
自
ら
が
社
債
を
発

行
し
て
資
本
市
場
か
ら
直
接

資
金
を
調
達
す
る
よ
う
に
な

っ
た
歴
史
と
似
通
う
点
も
多

い
よ
う
に
思
え
る
。

　
世
銀
は
今
後
５
年
間
で
加

盟
開
発
途
上
国
の
た
め
の
キ

ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
の
発
行
残
高

を
現
在
の
５
倍
で
あ
る
50
億

㌦
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
確
か
に
野
心

的
で
は
あ
る
が
、
現
実
的
な

目
標
と
考
え
て
い
る
。
世
界

の
自
然
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対

処
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
、
リ
ス
ク

引
受
者
の
増
加
と
い
う
点
で

キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
の
存
在
感

は
一
段
と
高
ま
る
と
期
待
し

て
お
り
、
世
銀
も
自
然
災
害

リ
ス
ク
へ
の
対
処
と
い
う
地

球
規
模
の
重
要
な
課
題
に
引

き
続
き
注
力
し
て
参
り
た

い
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
被
災
地
で
の
救
助
活
動
・

復
旧
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い

る
方
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。
皆
さ
ま
が
い
つ
も
の
生

活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
、
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
世
界
各
国
で
は
大
規
模
自

然
災
害
の
発
生
頻
度
が
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
被
害
の
大

き
さ
も
拡
大
の
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
開
発
途
上
国
支
援

に
取
り
組
む
世
界
銀
行
で

も
、
大
規
模
自
然
災
害
へ
の

備
え
や
対
処
は
極
め
て
重
要

な
業
務
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
災
害
対
策
に
お
い
て
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
と
の

連
携
を
強
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
２
０
２
３
年
11
月
末
に

は
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
28
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
28
）
に
お
い
て
損
失
と
損

害
（
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
）
に

対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
資

金
措
置
（
基
金
を
含
む
）
の

運
用
化
に
関
す
る
決
定
が
採

択
さ
れ
、
日
本
政
府
も
世
界

銀
行
が
管
轄
す
る
基
金
へ
１

０
０
０
万
米
㌦
を
拠
出
す
る

意
向
だ
。
ま
た
、
今
年
６
月

に
は
兵
庫
県
姫
路
市
で
10
年

の
発
足
以
来
初
の
ア
ジ
ア
開

催
と
な
るU

n
derstan

di

ng R
isk G
lobal F

oru
m

（
世
銀
防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
Ｕ
Ｒ
２
０
２

４
）
も
控
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
国
際
的
な
動
き

の
中
、
世
界
銀
行
が
手
掛
け

て
い
る
の
は
傷
害
保
険
や
自

動
車
保
険
と
い
っ
た
個
人
向

け
の
保
険
商
品
で
は
な
く
、

世
界
銀
行
に
加
盟
す
る
開
発

途
上
国
で
大
規
模
自
然
災
害

が
発
生
し
た
際
に
被
災
国
政

府
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
ト
ル
コ
／
シ
リ
ア

地
震
、
イ
ン
ド
洋
の
サ
イ
ク

ロ
ン
「
フ
レ
デ
ィ
」
、
北
米

の
山
火
事
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

も
含
め
た
大
規
模
自
然
災
害

は
、
深
刻
な
人
的
な
ら
び
に

経
済
的
被
害
を
引
き
起
こ
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
自
然
災

害
が
発
生
し
た
際
に
受
け
る

被
害
は
、
開
発
途
上
国
の
方

が
先
進
国
よ
り
も
は
る
か
に

大
き
い
と
い
う
厳
し
い
現
実

に
対
し
て
、
先
進
国
や
国
際

機
関
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ス
イ

ス
再
保
険
研
究
所
に
よ
れ

ば
、
22
年
に
世
界
の
自
然
災

害
に
よ
る
経
済
損
失
２
７
５

０
億
㌦
の
う
ち
45
％
は
保
険

で
手
当
さ
れ
た
が
、
開
発
途

上
国
で
の
カ
バ
ー
率
は
そ
れ

よ
り
は
る
か
に
低
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
国
際
開
発
金
融

機
関
で
あ
る
世
界
銀
行
が
手

掛
け
る
「
損
害
保
険
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

お
け
る
損
害
保
険
の
重
要
な

役
割
に
つ
い
て
も
併
せ
て
解

説
す
る
。

世
界
銀
行
と
は
？

世
界
銀
行
と
は
？

　
世
界
銀
行
（
正
式
名
称
：

国
際
復
興
開
発
銀
行
、
以
下

世
銀
）
は
、
１
９
４
４
年
に

国
際
連
合
の
専
門
機
関
の
一

つ
と
し
て
戦
後
復
興
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
開
発

途
上
国
支
援
を
主
業
と
す
る

国
際
機
関
で
あ
る
。
人
々
が

生
活
し
や
す
い
地
球
で
の
貧

困
削
減
と
繁
栄
の
共
有
の
促

進
を
使
命
と
し
、
「
銀
行
」

の
名
の
通
り
、
そ
の
主
た
る

業
務
は
融
資
に
よ
る
加
盟
開

発
途
上
国
支
援
で
あ
る
。
実

は
日
本
も
第
二
次
大
戦
終
了

直
後
に
世
銀
か
ら
融
資
に
よ

る
支
援
を
受
け
、
発
電
、
製

鉄
、
製
造
業
、
農
業
、
高
速

道
路
、
鉄
道
と
い
っ
た
幅
広

い
分
野
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
が
実

行
さ
れ
た
。
そ
の
後
瞬
く
間

に
戦
後
復
興
を
成
し
遂
げ
て

先
進
国
と
な
っ
た
日
本
は
、

64
年
以
降
は
支
援
を
「
受
け

る
」
側
か
ら
「
行
う
」
側
に

転
じ
、
現
在
は
世
銀
の
第
二

位
の
出
資
国
と
な
っ
て
い
る

（
写
真
：
世
銀
の
日
本
向
け

融
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
世
銀

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
世
銀

　
世
銀
は
、
国
連
専
門
機
関

の
一
つ
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
連

と
協
力
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
前
身
で
あ
る
「
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
２
０
１
５
」

の
採
択
以
降
、
こ
の
関
係
は

さ
ら
に
深
ま
り
、
２
０
１
５

年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
に
お

い
て
も
世
銀
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
現
在
、
世
銀

は
資
金
供
与
、
デ
ー
タ
管

理
、
実
施
と
い
う
三
つ
の
重

要
な
分
野
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
加
盟

各
国
と
連
携
し
て
い
る
。
か

ね
て
よ
り
世
銀
が
重
点
を
置

い
て
き
た
保
健
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
雇
用
、
貧
困
削
減
な
ど

の
分
野
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
は
、
世
銀
の
目

標
と
必
然
的
に
整
合
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
極
度
の

貧
困
を
「
２
０
３
０
年
ま
で

に
」
終
わ
ら
せ
る
と
い
う

「
世
界
共
通
の
期
限
目
標
」

が
初
め
て
設
定
さ
れ
た
。
17

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
、
極
度

の
貧
困
を
な
く
す
こ
と
は
最

重
要
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
れ
は
世
銀
に
と
っ
て
も
同

じ
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
損
害

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
損
害

保
険
保
険

開
発
途
上
国
支
援
で
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ン
ド
発
行

（
６
面
か
ら
つ
づ
く
）

（
７
面
へ
つ
づ
く
）
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「東名高速と新幹線」

世銀の日本向け融資プロジェクト

「トヨタ自動車」 「石川島重工業」
いずれも©世界銀行

図表１: キャットボンドの仕組み

図表２：キャットボンドとキャットスワップの比較表

図表３：チリ政府への地震保険提供のスキーム
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